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目的
ＰＭＤＡに優秀な人材を集め、
ＰＭＤＡから優秀な人材を発信していく。
（レギュラトリー・サイエンスの梁山泊へ）

国内留学
• 豊富な最先端科学のケーススタディ（新薬審査など）
• 国際会議／学会への参加
• 経験豊富な企業とのディスカッション

大学での研究

博士課程

Ph.D取得

レギュラトリー・サイエンスにおける
中核的存在として医療機関等で活躍

ＰＭＤＡ

キャリアプラン（例）

職員の継続した教育とキャリア
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• あらゆる職場は、教育・研究・業務の場であることを改めて認識す
る必要（フィールドは実学の場として）

• Academic Science と Regulatory Science との間の
translation を強化

• 透明性・公平性・倫理性の絶対的な確保

• 人材の相互の流動性

• これにより、各職域が合理的に活性化し、我が国の先進性がより
強化される

• この目的を成し遂げるにはそれぞれの責任の確認が必要である

産・官・学・国民の健全な連携


